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学校司書 佐藤典子 

☆テスト一週間前のため、10/9（金）、１２（月）、１４（水）のみお昼に開館します 

 昼開館 放課後開館 

10/9（金）、１２（月）、１４（水） 〇（１３：１５～１３：３０） × 

10/１６（金）～ × 〇 

混雑を避けるため、「本を借りる人」「返す人」だけ来てください。大勢の人が図書館に集まると、

「密集・密接」による新型コロナの感染リスクが高まるだけでなく、「本を複数の人が触ることでの接触感染」

のリスクが高まります。ですので、「立ち読みだけしに行こう」「暇だから遊びに行こう」というのはやめてくださ

い。これからも安全に図書館が開けられるよう、ご協力をよろしくお願いします。 

☆図書委員、ひそかに頑張ってます 

去年まで、毎年図書委員は書店に行って図書館用の本を選書する、というイベントを行っていました。今年

は大勢で書店に行くことができないため、それぞれが書店や公共図書館を訪ねたり、インターネットで調べた

りしながら、現在選書を行っています。上中のみんなが楽しんで読める本、勉強や生活に役立つ本など、一生

懸命選んでいますので、楽しみに待っていてくださいね！  

☆『竜馬がゆく』図書館にあります！ 

１０月の「校長室だより」で紹介されていた『竜馬がゆく』（司馬遼太郎）、図書館の文庫

コーナーにも全８巻がそろっています。竜馬の「人の世に、失敗ちゅうことはありゃせんぞ」

のセリフは何巻にあるでしょう…。探しながら読んでいるうちに歴史小説にハマるかも！ 

☆教育実習生がＰＯＰを書いてくれました 

先月、上中に来てくれていた教育実習生の皆さんが、オススメ本のＰＯＰを書いてくれました！ 「みんなの

オススメ本」コーナーに掲示していますのでぜひ見に来てください。 

☆今年のビブリオバトルは３年生にもチャンス有り！ 

去年まで、生駒市内の各中学校から出場者を選出して行われていた「ビブリオバトル市内中学生大会」で

すが、今年の大会は生駒市図書館が公募で出場者を募ります（12/26 生駒市図書会館で開催予定）。校内

予選は行いませんので、何年生でも出場できますよ！ 生駒市ホームページから申し込みができます。 

ビブリオバトルについて詳しく知りたい人は司書に声をかけて 

ください。図書館にもビブリオバトルについての本がありますよ。→ 

最近入った本の中から司書のオススメ 

『おいしいおはなし 子どもの物語とレシピの本』 本とごちそう研究室 

『くまのプーさん』『エルマーのぼうけん』『若草物語』『精霊の守り人』など、有名な 

物語の中に出てくるおいしそうな料理がたくさん紹介されている本です（図書給食 

みたいですね）。しかもていねいなレシピ付きなので、自分でも作れます！ 

取り上げられている本は名作ばかりなので、この本を眺めてから「この物語、読んで 

みようかな」と朝読の本を選ぶのもオススメです。 

『タネの未来 僕が 15歳でタネの会社を起業したわけ』 小林宙 

「タネの話をするから聞いてほしい」と言う小林宙（そら）さんは、東京に住む高校２

年生。小さなころから木の実やタネが大好きで、やがて野菜の栽培にはまりました。 

農業について調べていくうちに「食べ物のタネの危機」に気づいた宙さんは、タネの未

来を守るべく、全国各地の「伝統野菜」のタネを集めて販売する会社を設立。現在は高

校に通いながら、会社の経営と野菜作りをしています。この本では、タネの深くて面白

い世界と、現在のタネをめぐるおだやかでない状況を、宙さんがとってもやさしく解説。 また、「起業って 

どうやるの？」「勉強と仕事の両立なんてできるの？」という疑問にもこたえてくれます。 

タネの未来、そして自分の未来（夢の叶え方）について、思いをめぐらせてみませんか？  

◆ビブリオバトルとは…◆ 

参加者がお気に入りの本を持ち寄り、それぞれが５分で本の魅力を紹介します。

全員が発表を終えたら、みんなで「一番読みたくなった本」に投票し、チャンプを

決定します。観戦だけの参加もできます。 

裏もあります→ 
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☆新しく入った本（～2020/10/7） 
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さよなら願いごと 大崎梢

エル・シオン 香月日輪
盗賊バルキスは魔王にされた子フップを助けるた
めに立ち上がる

記憶屋 織守きょうや 忘れたい記憶が消えれば幸せ？

ゴースト ジェイソン・レイノルズ 読書感想画コンクール課題図書

不思議の国の少女たち ショーニン・マグワイア 「不思議の国」に帰りたい少年少女たち

絵本 空想工房の絵本 安野光雅 さらに進化した『ふしぎなえ』がいっぱい

９：文学

仕事 動物の看護師さん 保田明恵 動物・飼い主・獣医師をつなぐ６つの物語

不死身の特攻兵　生キトシ生ケル者タチヘ　５，６ 鴻上尚史・東直輝 佐々木友次の「２度目の戦死」報告が日本へ…

戦場の秘密図書館　シリアに残された希望 マイク・トムソン 読書感想画コンクール課題図書

12歳からの読書案内　海外作品 金原瑞人
「外国の物語は苦手…」と思っている人へ、面白い
本はこんなにあります！

きまぐれ学問書 星新一 ショートショートの神様による読書案内

10代から身につけたい　ギリギリな自分を助ける
方法

井上祐紀
つらい自分を助けるのは「我慢」や「頑張り」じゃな
い

地獄の楽しみ方 京極夏彦 「嫌いなことをしないために頭を使おう」

２：地理 朝鮮半島がわかる本　①～③ 長田彰文

国境なき助産師が行く　難民救助の活動から見えて
きたこと

小島毬奈
日本の医療現場から世界へ飛び出した助産師が
見たものは…

大学学部調べ　経営学部・商学部 大岳美帆 大学ってどんなところ？　商業ってなに？

標本の本　京都大学総合博物館の収蔵室から 村松美賀子・伊藤存
「半永久的」に保存できるものも…　押し葉からア
マミノクロウサギまで、様々な標本たち

なぜ科学を学ぶのか 池内了 一生役に立つ「科学的な」ものの見方

ビジュアルパンデミック・マップ サンドラ・ヘンペル 伝染病の起源・拡大・根絶の歴史

461個の弁当は、親父と息子の男の約束。 渡辺俊美
ミュージシャンのパパが高校生の息子に作った毎
日のお弁当エッセイ　映画になります！

図解でわかる　14歳からの水と環境問題 インフォビジュアル研究所 世界各地で起きている水の「異変」を救うには

６：産業 自分の力で肉を獲る 千松信也 「わな猟」のプロが狩りの仕方を伝授

スポーツ年鑑　2020 ポプラ社

糸に染まる季節 大西暢夫 染色の仕事は季節との対話

いちばんやさしいソフトボール入門 木田京子 上手に体を使ってパフォーマンスを上げる！

大きな字の感情ことば選び辞典 学研プラス
「歓喜」「感激」「痛快」「有頂天」…、うれしい気持ち
の言葉だけでもいっぱいあるね

めんどくさがりなきみのための文章教室 はやみねかおる
この小説を読むだけで、文を書くことが楽しみにな
る！

ジャパン・トリップ 岩城けい
オーストラリアから日本へショートトリップに来た少
年少女たち　泣いて笑っての濃密な７日間

Matt　マット 岩城けい
異国の学校に馴染みはじめたマット（真人）、しかし
もう一人のマットが転校してきて…

ムギと王さま　本の小べや　１ エリナー・ファージョン イギリスの作家・ファージョンの短編作品集

天国を出ていく　本の小べや　２ エリナー・ファージョン

ほんとうのリーダーのみつけかた 梨木果歩
「みんなと同じがいい」という息苦しさから逃れる
ために

銀色のマーメイド 古内一絵 人気シリーズ『マカン・マラン』の原点がここに

壁 安部公房

戦争

０：総記

７：芸術

９：文学

３：社会科学

４：自然科学

５：工業

１：哲学

８：言語
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